
 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

  公立大学法人首都大学東京（以下、「首都大学東京」：東京都新宿区、理事長 髙橋 宏）と多摩信用金庫

（本店：東京都立川市、理事長 佐藤 浩二）は、地域まちづくりの実態及び可能性の研究を行うため、   

共同研究契約を締結しました。首都大学東京では初の金融機関との共同研究契約締結です。 

 多摩信用金庫 価値創造事業部 地域支援担当まちづくりグループ※１や多摩らいふ倶楽部※２が取り組ん

でいる地域支援を、首都大学東京 都市環境学部 自然・文化ツーリズムコース川原研究室※３が産業振興、

地域振興、観光振興、その他社会貢献などの視点から分析します。また、大学と多摩信用金庫が共同でま

ちづくりに取り組むことを通して、平成２８年３月３１日までの期間、新しいまちづくりの可能性を研究

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

首都大学東京と多摩信用金庫は、平成２４年１月３１日に産学連携推進に関する協力協定書を締結し、

地域中小企業及び地域社会の発展に貢献することを目指して連携活動を実施しています。 

今回の共同研究テーマに関連して、首都大学東京と多摩信用金庫は共催で、新たなまちづくりの可能性

を地域の皆様と考えるきっかけづくりのために、｢多摩の魅力発信講座２０１２｣を、別紙のとおり開催し

ますので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

〔問合せ先〕 

公立大学法人首都大学東京 産学公連携センター               ℡（０４２）６７７－２７２９ 

多摩信用金庫 価値創造事業部 地域支援担当 まちづくりＧ    ℡（０４２）５２６－７７６４ 

       同            多摩らいふ倶楽部   ℡（０４２）５２６－７７２４ 

首都大学東京と多摩信用金庫が共同研究契約を締結 

～学金連携で新たなまちづくりの可能性を考える～ 

～ 首都大学東京 都市環境学部 川原晋准教授 ～ 

研究の目的について  

１．地域に存立基盤を持つ金融機関が有する人脈、公共性等を活かした中・長期的な視点での地域 

まちづくりの取り組みを検証する。 

２．共同で活動することを通して、金融機関が地域まちづくりに果たす役割や可能性を明らかにする。 

 

特に金融面以外の活動、事業に着目するところが特徴である。 

平成２４年１1月１５日 

公立大学法人首都大学東京 

多 摩 信 用 金 庫 

平成２４年１１月１５日  

文部科学記者会、経済産業記者会発表資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩信用金庫 価値創造事業部 地域支援担当まちづくりグループ ※１ 

まちづくりグループは、魅力ある地域を維持・発展・創造していくために、既存の考え方・つながりはも

ちろんのこと、多摩地域を構成する住民、事業所、地方公共団体、商工団体、NPO法人や大学等とパートナ

ーシップを結び、共に地域の課題解決に取り組んでいます。 

① 産業振興（創業・コミュニティビジネス支援、事業承継支援、商工業振興などにおける連携） 

② 芸術・文化・スポーツ振興（地域で行われる祭やイベントなどへの参画） 

③ 調査研究事業（地域の景況調査、各種経済データの収集、大学との共同研究など） 

◇ウェブサイト http://www.tamashin.jp 

 

多摩らいふ倶楽部 ※２ 

多摩らいふ倶楽部は、多摩信用金庫が企画をしている会員制の倶楽部組織です。多摩地域およびその周辺

地域に居住もしくは勤務している方へ快適でイキイキした地域ライフを支援することを理念に掲げています。 

具体的には、以下の４つのテーマを柱に様々なサービスを提供しています。 

① 「健康」 健康や暮らしに係るセミナー、人間ドック等の斡旋、健康電話無料相談サービス 

② 「学ぶ」 多摩カレッジ（一流講師陣による充実したカルチャースクール） 

③ 「遊ぶ」 独自に企画した地域性の高いイベントおよびハイク（多摩の散策、大人の社会科見学等） 

④ 「地域」 情報誌「多摩ら・び」のお届け     ◇ウェブサイト  http://www.tamalife.co.jp 

首都大学東京 都市環境学部 自然・文化ツーリズムコース 川原研究室 ※3 

 川原研究室は、地域の環境や生活の改善運動である「まちづくり」と、地域資源の徹底的な活用による地

域経済の自立の方法としての「観光」とを目指す、「観光まちづくり」に取り組んでいます。その際、人々が

また訪れたいと思う都市空間づくりも大事です。ソフトや仕組みの話と都市・建築デザインの両方を考える

ことを大切にしながら、大きく以下の４つのテーマの研究を進めています。 

 

① 地域再生のための循環まちづくりの方法論研究 

② まちづくり市民事業の研究 

③ もてなしの建築・都市デザイン 

④ まちづくり支援手法開発 

 

◇ウェブサイト http://www.comp.tmu.ac.jp/ssm/index.html 

 

【トピックス】 

 川原晋准教授は日本都市計画家協会から「都市計画の理論と実践」による活動を評価して若手の都市

計画家に贈られる「楠本洋二賞・優秀賞」を受賞しました。「中心市街地に様々な活動やアクターを呼

び込む空間整備と組織づくり～山形県鶴岡市山王商店街まちづくりの10年の取組み」の理論と実績に

対する受賞です。 



 

別紙 



 


